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第 14 回公開セミナーのご案内・申込み 
 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、2016 年度総会と併せ、下記のとおり公開セミナーを開催しますので、ご案内申し上げます。 

ご参加につきましては、資料等の準備の都合上、下記の申込み用紙にご記入のうえ、5 月 9 日(月)

までに office@jsia.net へお申込みください。資料のみの申し込みも受付けます。      敬 具 

＜ 記 ＞ 

● 日 時：2016 年 5 月 14 日（土）14:20～17:30 
● 場 所：名古屋学院大学 名古屋キャンパス白鳥学舎 翼館 4 階 クラインホール 

（愛知県名古屋市熱田区熱田西町 1番 25 号） 
アクセスガイド  http://www.ngu.jp/outline/access.html  

● 参加費：会員無料、会員外は 1,000 円（資料代として）。 

資料のみ申込みの場合、会員、会員外とも、別途送料 300 円を申し受けます。 
● テーマ：「環境社会配慮とアセスメント」 
【コーディネーター】二宮 浩輔 （山梨県立大学） 

【趣 旨】 持続可能な開発が求められている現在、従来の環境技術に加え、利害関係者の参加によ

る環境社会配慮が必要とされています。 

今回は、「環境社会配慮とアセスメント」をテーマとし、発展途上国の開発と環境社会配

慮の現状を中心に「参加」、「社会的責任」の観点から最新動向について講演いただき、更

に議論を深めていくためにパネルディスカッションを予定しています。 

【講演 1】「環境社会配慮と CSR」 

     作本 直行 （日本貿易振興機構） 

【講演 2】「ISO26000 社会的責任規格の意義と可能性」 

        関  正雄 （損保ジャパン日本興亜 CSR部上席顧問） 

【講演 3】「社会・環境価値の創出(CSV)を目指す CSR: 包括的アプローチとしての自然資本」 

日比 保史 （コンサベーション・インターナショナル） 

【パネルディスカッション】「環境社会配慮に求められること」 

【パネリスト】 パネリスト（講演者を含む） 

石田 健一 （東京大学大気海洋研究所）               以 上 
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（環境アセスメント学会 事務局）  office＠jsia.net  

第 14 回 公開セミナー 当日参加の申込み 

参加者 計  名 

所 属  

第 14 回 公開セミナー 資料のみ送付の申込み 

申 込 者  申込部数 部 

所属（部署）  

送り先 住所  

電話＆Fax  

注）代金は送付資料とともに同封される郵便払込取扱票にてお支払い下さい。 


